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研究成果の概要（和文）：メタンの炭素・水素同位体比は深海環境でのメタン生成起源を推定するための指標として利
用されてきたが，高圧条件で生育するメタン生成菌が生成するメタンの同位体比に関する知見は極めて少ない。本研究
では、南海トラフの深海底表層堆積物より分離したメタン生成菌（Methanosarcina sp. NT-MS1株）を用いて，大気圧
および深海の圧力条件でメタノールを基質に培養した際の細胞増殖速度，メタン生成活性，および生成メタンの炭素お
よび水素同位体比を測定し，圧力が深海底堆積物由来のメタン生成菌の増殖能およびメタン生成活性だけでなく，生成
するメタンの炭素・水素同位体比にも影響を及ぼすことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Carbon and hydrogen isotopic ratio of methane has been used as one of the most 
effective indicators for esimating the origin of methane existing in the deep-sea environment. Although 
microbial methane production has been evaluated as an important sourth origin, little is known about the 
isotopic compositions of methane actually generated by methanogenic microbes under high hydrostatic 
pressure conditions.
We investigated the effects of hydrostatic pressures on growth rate, methanogenesis activity, and 
isotopic fractionation of methane by using a methylotrophic methanogenic archaea, Methanosarcina sp. 
NT-MS1, isolated from a deep-sea surface sediment collected from Nankai Trough.
In this study, we demonstrated that hydrostatic pressure affects not only growth rate and methanogenesis 
activity of methanogen but also carbon and hydrogen isotopic frationation of methane generated.

研究分野： 微生物学

キーワード： 高圧培養　メタン　炭素同位体比　水素同位体比

  １版



様 式

１．研究開始当初の背景
(1) 深海底に天然ガスあるいはハイドレート
として存在するメタンは未来のエネルギー
資源として考えられており、その生成起源や
メカニズムを理解することは、深海エネルギ
ーの資源評価や探索および地球環境の炭素
循環を解明する上で極めて重要である。
 
(2) メタンの炭素および水素同位体比は、メ
タンの発生起源を理解する上で重要な指標
である。特に炭素同位体比は多くの研究で用
いられ、
いメタン”は微生物起源、
い“同位体的に重いメタン”は有機物熱分解
／マグマ起源という解釈がなされてきた。し
かしながら、近年、超好熱性メタン生成菌に
より“重いメタン”が、
の物理化学反応により“軽いメタン”が生成
することが報告され、本指標の再評価が求め
られている。
 
(3) 一方、メタンの水素同位体分別に関
は、実際にメタン生成菌を用いた培養実験に
より網羅的に研究された例は少なく、まして
深海底由来のメ
生成するメタン
知見は皆無である。
 
２．研究の目的
 本研究では、深海底
成菌を供試し、現場環境を再現
において生成される
素同位体および水素同位体比のデータから、
従来の
生成メカニズムの推定法を再評価する。
 
３．研
(1) 供試菌株
 申請者らが
底表層堆積物から
養 に よ り
NT-MS1
菌（至適
な生理学性質は
試した。
 
(2) 培養
 連携研究者の高井により考案された高圧
培養装置（図
成菌の
MPa）
った。
メタノール
のメタン生成菌数および溶存メタン濃度お
よび炭素・
で経時的に測定
① メタン生成菌

核酸染色剤
微鏡下でカウントした。
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